
たつの市ヨヒ部にぁる政島城は

ある希少な遺構だ。前回は、赤π

介した。今回は古代城山城の齢

化財課専門員、義勤敏彦さん (60

たつの市に存在した背景には、当

関係してぃるという。

山覇次
回
１２
月
１
日
は

「は
り
ま
経
済
新
聞
」

で
す

ドーム状石室の姥塚古墳北東の山すそに

谷
筋
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
大
規
模
な
石
塁
。全
長
は
４‐
厨

あ
る
＝
い
ず
れ
も
た
つ
の
市
内

大
き
な
石
塁

（石
垣
）
が
目
の
前

藪

①

特
に
下
部
の
石
積
み
は
ひ
と
き
わ

大
き
い
。
「古
代
の
石
塁
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
後
の
時
代
に
修
復
さ

れ
た
可
能
性
は
あ
り
ま
す
が
」
と

義
則
さ
ん
。
よ
く
ぞ
１
３
０
０
年

以
上
も
残
っ
て
い
た
も
の
だ
。

「次
は
城
門
跡
へ
案
内
し
ま

す
」
。
山
頂
か
ら
北
西
へ
尾
根
筋

え

　

ヨ

ー

罰

星

「

孝

て

カ

ー

え

て

上
が
っ
て
き
た
。

い
た
は
ず
の
上
塁
は
、

な
い
部
分
も
あ
り
、
山
城
が
未
完

成
だ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
日
本
が
唐
と
国
交
を
結
ん

だ
た
め
、
築
造
の
途
中
で
必
要
な

く
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ど

こ
ま
で
築
か
れ
、
い
つ
ま
で
使
わ

れ
た
の
か
。
い
ろ
ん
な
想
像
が
膨

ら
ん
で
い
く
。

古代の城山城がなぜ、た

つの市に存在するのか。義

則さんは、麓にある題蔀地

区の由来に関係があるとみ

ている。

日本書紀などによると、

城山城の周辺には 6世紀に
朝廷の直轄地が置かれ、越

部竜発と呼ばれていた。そ

れゆえ防衛拠点が築かれた

可能性があるという。

城山城北東の山すそには

約 40基の馬立古墳群があ

る。最大の遺構は兵庫県史

跡の彪象古墳 (1号詢 。
直径18物ある円墳だ。

義則さんの案内で石室の

中に入った。天丼が驚くほ

ど高い。石を ドーム状に 3
傷以上積んでいる。かなり

の有力者が葬られた可能性

があるという。

姥塚古墳の南には、はっ

ちよう塚 7号墳もあり、こ
ちらにも立派な石室があ

る。墳丘は風化が進んでい

るが、上円下方墳ではない

かという指摘もある。方墳

の上に円墳を積んでおり、

皇族クラスの墓に見られる

豚 という。

「県内唯一の古代山城が

築かれたのは、越部がそれ

だけ重要な場所だった」と

義則さんは指摘する。
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1ある戯凸域は、古代の城跡 と中世の城跡が同 じ場所 に

｀ 前回は、赤松動格らにょって築かれた中世の城跡を紹

i代城山城の遺構を、引き続きたつの市教育委員会歴史文

:艶敏彦さん (60)の案内で巡る。兵庫県唯―の古代山城が

た背景には、当時の緊迫 した状況や周辺地域の特殊性が

C事 。田中伸明、写真 。大山伸一郎 )|う。

今
か
ら
１
３
６
０
年
近
く
前
、

日
本
は
国
防
上
の
脅
威
に
さ
ら
さ

雛

馘

六

薇

毅

立派な門を支え

た築石。扉の開

閉を止める段差

も見える

東側に眺望が開
ける城山城跡

に
敗
れ
て
撤
退
し
た
。
次
は
日
本

に
攻
め
込
ん
で
く
る
―
。
強
い
危

機
感
か
ら
西
日
本
を
中
心
に
各
所

に
山
城
が
築
か
れ
た
。
た

つ
の
市

の
古
代
城
山
城
も
そ
の

一
つ
と
さ

れ
る
。

赫
神
轟
義
裁
¨
警
叫
“
摯
纂
理
け

中
を
数
分
間
歩
く
。

「
こ
れ
が
古

代
の
土
塁
線
跡
で
す
」
。
樹
木
に

覆
わ
れ
て
い
る
が
、
土
の
壁
が
続

い
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
「土

塁
は
山
頂
の
周
辺
を
取
り
巻
い
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

古
代
城
山
城
の
規
模
は
、
中
世

の
そ
れ
よ
り
大
き
い
。
大
手
前
大

学
史
学
研
究
所

（西
宮
市
）
に
よ

る
近
年
の
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量
で

判
明
し
た
。
石
垣
を
比
べ
て
も
、

二不
毯
氏
時
代
の
山
城
よ
り
は
る
か

に
大
き
い
。　
目
円家
プ
ロ
ジ
エ
ク

ト
と
し
て
築
か
れ
た
か
ら
で
し
ょ

う
か
」
と
義
則
さ
ん
。
当
時
の
切

迫
し
た
空
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

山
頂
か
ら
南
西
へ
回
り
込
み
、

谷
を
少
し
下
っ
て
振
り
返
る
と
、
一

大
き
な
石
塁

（石
垣
）
が
目
の
前

特
に
下
部
の
石
積
み
は
ひ
と
き
わ

Ｌ
ヽ
ビ
〓
、

ｏ
　

「
」
コ
●
ヽ
ヽ
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コ
●
已
´

≠̈
フ
ー
し

を
数
分
間
歩
き
、
左
手
の
斜
一口
を

少
し
下
る
。
１
辺
が
大
人
の
背
丈

籍

縣

嬰

躊
瑞

の
字
に
開
い
た
穴
は
１
辺
が
６０

六ン０
上
部
に
も
１
辺
３０
っ
の
穴
が

あ
る
。
ン）
」に
柱
を
立
て
、
立
派

な
門
を
支
え
た
と
み
ら
れ
る
。

同
じ
よ
う
な
築
石
は
、
近
く
に

も
二
つ
あ
る
。
も
と
も
と
城
門
は

尾
根
筋
付
近
に
あ
っ
た
と
み
ら

れ
、
歳
月
を
経
て
、
土
砂
崩
れ
な

ど
で
石
だ
け
が
谷
へ
ず
り
落
ち
た

と
み
ら
れ
る
。

実
は
こ
れ
ら
の
築
石
の
発
見
者

は
、
義
則
さ
ん
自
身
だ
。
１
９
８

７
年
、
旧
新
宮
町
の
職
員
だ
っ
た

頃
に
父
親
ど
城
跡
へ
登
り
、
偶
然

見
つ
け
た
。
当
時
は
ま
だ
シ
カ
害

が
少
な
か
っ
た
た
め
、
石
は
や
ぶ

に
覆
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。

先
述
の
大
き
な
石
塁
も
義
則
さ

ん
が
発
見
し
た
。
古
代
の
城
山
城

は
文
献
上
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い

が
、
現
地
調
査
で
存
在
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
た
。

い
た
は
ず
の
土
墨
は
、

な
い
部
分
も
あ
り
、
山
城
が
未
完

０
み
夕

一
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，
一ｒ
り
じ
じ
↑
二
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フ
う
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とりでの健憾6
徹底紹介0城山城 ●

山頂取り巻く古代の土塁
緊
迫
の
国
際
情
勢
反
映
全
長
似
岩
塁
も


